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【実験方法】CKDモデルラットに対する DFXの効果：6週齢の雄性 Sprague-Dawleyラットを用いて 5/6腎
摘 CKDモデルラットを作成した。術後 8週より通常食を与える群（CKD群）と DFX食（30 mg/kg/day）を
与える群（CKD+DFX 群）の 2 群に分け、16 週間後に各種臓器を採取した。偽手術群を Control 群とし、3
群にて比較検討した。2週ごとに血圧測定、4週ごとに 24時間蓄尿を行い 16週間観察した。腎組織のマッソ
ン・トリクローム染色、PAS染色、CD68免疫染色にて組織の観察を行い、蛋白質発現の変化をWestern blot
法、遺伝子発現の変化を定量的 real time RT-PCRにて検討した。Lipopolysaccharide（LPS）投与ラットに
対する DFXの効果：8週齢の雄性 Sprague-Dawleyラットを 2群に分け、通常食と DFX食（30 mg/kg/day）
をそれぞれ 2週間与えた。その後 LPS（0.1 µg/g body weight）を腹腔内投与し、6時間後に各種臓器を採取
した。通常食を与え生理食塩水を投与した群を Control群とした。腎臓 TNF-α、IL-6遺伝子発現の変化を定






抑制された。腎臓における CD68、 TNF-α、MCP-1、PAI-1遺伝子発現は、CKD群で亢進していたが、 DFX
によりその亢進は抑制された。LPS投与ラットに対する DFXの効果：CKDモデルに対して DFXによる腎炎
症抑制効果が示されたため、次に LPS 投与ラットに対する DFX の効果を検討した。LPS 群では腎臓におけ
る TNF-α及び IL-6遺伝子発現の亢進を認めたが、DFX投与によりそれら発現亢進は抑制された。 
 
【考察】CKD モデルラットに対する鉄キレート剤 DFX の効果として、腎間質線維化及び炎症抑制効果が示
された。LPS投与ラットに対する検討においては、DFXによる腎炎症抑制作用が示された。これらのことか
ら、鉄キレート剤DFXは腎臓における炎症を抑制し、線維化など腎間質障害を抑制する可能性が示唆された。
これまで CKD モデルを用い、鉄制限による腎線維化及び炎症抑制効果を示してきたが、CKD 病態における
鉄の関与は未知の部分が多く、今後さらに深く検討していく必要がある。 
 
